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利用者向け説明会のアジェンダ

はじめに

本日の説明会では、文振版リアテンダントの利用方法についてご説明いたします。

12/11 管理者向け説明会（済）

・ インストール方法

・ 年組登録、指導者と年組の紐づけ、学習者登録

※詳しい内容は、愛知教育文化振興会様サイトから

12/11の管理者向け説明会資料および動画を

ご参照ください。



デジタル採点システム

[文振版リアテンダント]の

製品概要説明

１.製品概要



インストール方法の説明の前に、リアテンダントはどんな機能があるのか、利用することでどんなメリットがあるのか、

イメージを掴んでいただきたいと思います。

リアテンダントの特徴

クイック採点 クイック連携 データ活用

便利に使えるデジタル採点だけではなく、データの利活用を見据えた分析機能に特長のあるサービスです。

採点結果が蓄積されるため、
クラス全体や個に応じたグラフが表示でき、
テスト後の振り返りや学習者一人一人に
合った個別指導で活用いただけます！

１.製品概要



ABCでは機能ごとに分かれていたアプリが、文振版リアテンダントでは１つに統合されました。

その他機能も大幅にアップデートしています。

文振版リアテンダントとAnswerBoxCreator(ABC)との違い

文振版リアテンダントのここがスゴイ！

★ 最大400人まで複数クラスの一斉採点が可能

★ １人ずつの学習者ごと採点にも対応

★ 模範解答を表示しながら採点が可能

★ 完答問題設定が可能

★ 答案へのコメント連続入力が可能

★ 総合成績表作成が可能

★ 複数選択式のマークシートに対応

★ 手書き風の採点記号で答案返却が可能

．．．など多数の機能があります！

１.製品概要



２．初期設定



1. リアテンダントでは、学校に「学年」と「組」を作成(年組登録)します。

2. 指導者（利用する先生）と採点を担当する年組を紐づけることで、採点が可能になります。

3. 作成した年組に、学習者を所属させます。

③年組に学習者を登録する

②指導者の担当年組を設定する

①年組を作成する

２.初期設定（年組登録・指導者と年組の紐づけ・学習者登録）
1.年組登録 2.指導者と年組の紐づけ 3.学習者登録

・ 採点の前に年組登録・指導者と年組の紐づけ・学習者登録が必要です。

⇒登録方法については、12/11に実施した管理者向け説明会の資料および動画をご参照ください。

※資料および動画は、愛知教育文化振興会サイトにて公開されています。

登録作業のイメージ



３．採点方法



アイコン 説明

・リアテンダントを起動するショートカットアイコン
※ご利用には「Microsoft Edge(Chromium版)」、
または「Google Chrome」が必要です。

【注意】
Internet Explorerやその他ブラウザは、
ご利用いただけません。

文振版リアテンダントを利用する場合、デスクトップに表示されている以下のアイコンを
ダブルクリックします。

ダブルクリックすると、インターネットブラウザが
起動し、ログイン画面が表示されます！

３.採点方法



各種マニュアルはリアテンダントへログイン後、画面から表示・ダウンロードが可能です。

・ 機能ごと（メニュー名）にマニュアルが分かれていますので、必要な機能のマニュアルを参照ください。

・ 操作で分からないところがあれば、悩まずにサポートへご連絡ください！

【参考】マニュアルについて

サポート画面が
開きます 利用ガイド

基本的な操作の流れを記載しています。

操作マニュアル
その機能で提供する全ての操作手順を記載
しています。
※応用編のイメージです。

サポート連絡先
「4②サポートセンターのご案内」の内容



リアテンダントを使用した採点業務の流れは、以下となります。

マスタ登録 テスト実施

回答済みの答案用紙
をスキャン

デジタル採点/
答案出力

回答済み
答案用紙
（紙）

学校管理者

回答済み
答案用紙
（PDF）

リアテンダントへ
教材を登録

答案のアップロード/
学習者と答案紐づけ

回答済み
答案用紙
（PDF）

答案返却

採点済み
答案用紙

（PDF⇒紙）

状況確認 集計分析

クロス集計

採点後に各種分析機能を利用し、校務シス
テムへのデータ連携やテストの振り返り、
面談で活用！

テスト完了後、回収します。

答案が学習者に正しく紐づい
ているか確認します。（欠席
者の設定など）

今までと同じ作業 内容が変わる作業 新たな作業

教材のダウンロード

愛知教育文化
振興会様
サイトから
ダウンロード

３.採点方法（業務の流れ-[文振]学習類・演習類）

[文振]
学習類
演習類
（DAT）

自作メニュー
より登録

[文振]
学習類
演習類
（DAT）

テスト情報編集

必要に応じて、テスト名、
設問番号、配点、観点などを
編集します。

必要に応じて実施する作業
(配点の変更など)

自作メニュー
よりテスト
情報を編集



リアテンダントを使用した採点業務の流れは、以下となります。

解答用紙の作成マスタ登録 テスト実施

回答済みの答案用紙
をスキャン

デジタル採点/
答案出力

回答済み
答案用紙
（紙）

学校管理者

自作テスト
の作問

回答済み
答案用紙
（PDF）

解答用紙（紙または電子ファイル）

答案用紙の印刷/
解答用紙をスキャン

解答用紙（紙）

答案用紙（紙）

解答用紙（PDF）

解答用紙の登録/
テスト情報設定

解答用紙（PDF）

答案のアップロード/
学習者と答案紐づけ

回答済み
答案用紙
（PDF）

答案返却
状況確認 集計分析

クロス集計

採点後に各種分析機能を利用し、校務シス
テムへのデータ連携やテストの振り返り、
面談で活用！

模範解答用紙（PDF）
模範解答用紙（PDF）

模範解答用紙（紙）

模範解答用紙（紙または電子ファイル）

テスト完了後、回収します。
テスト名、設問番号、配点、
観点などを設定します。

答案が学習者に正しく紐づい
ているか確認します。（欠席
者の設定など）

今までと同じ作業 内容が変わる作業 新たな作業

自作テストの登録作業
([文振]学習類・演習類の作業と異なる部分)

採点済み
答案用紙

（PDF⇒紙）

３.採点方法（業務の流れ-自作テスト）



３．採点方法

・ 枠を自動作成する方法や、自動採点の認識精度を高めるための
ポイントなどをまとめています。

・ 採点をスムーズに進めるために作業前にご確認ください。

★解答・答案用紙の作成・印刷・スキャン時のポイント
の内容になります。

ここで説明する内容は 『スキャン時のポイント』 です。

・ 解答用紙や模範解答用紙の作成、印刷、スキャンに関するポイント
・ 答案用紙の印刷、スキャンに関するポイント

このように図を用いて
ポイントがまとめられています。



３．採点方法

・ スキャン時の「地色除去」と「用紙の向き」の設定方法をメーカー
ごとにまとめています。

※こちらの資料は、愛知教育文化振興会サイトにて公開されています。

★複合機のスキャン設定について
の内容になります。

ここで説明する内容は 『複合機のスキャン設定について』 です。

・ メーカーごとのスキャン設定のポイント（地色除去と用紙の向き）

このようにメーカーごとに図を用いて
ポイントがまとめられています。



３．採点方法

ここで説明する内容は 『[文振]学習類・演習類の登録作業』 です。

・ 愛知教育文化振興会様サイトから[文振]学習類・演習類（DATファイル）をダウンロードする
・ ダウンロードした[文振]学習類・演習類（DATファイル）を登録する

愛知教育文化振興会様サイトから
[文振]学習類・演習類（DATファイル）をダウンロード

[文振]
学習類
演習類
（DAT）

ログイン



メニューから
「自作」をクリック

・登録が完了すると、「自作」メニューより登録した[文振]学習類・演習類を確認することができます。

登録したい[文振]学習類・演習類（DATファイル）を緑の枠内に
ドラッグ&ドロップし、ファイル名を確認した上で、「登録」をクリック

解答用紙登録：「DATファイル」をクリック

登録が完了するとポップアップが表示されるので「OK」をクリック

３．採点方法

ここで説明する内容は 『[文振]学習類・演習類の登録作業』 です。

・ 愛知教育文化振興会様サイトから[文振]学習類・演習類（DATファイル）をダウンロードする
・ ダウンロードした[文振]学習類・演習類（DATファイル）を登録する

P１5の続きの
作業です

[文振]
学習類
演習類
（DAT）



ここで説明する内容は 『自作テストの登録作業』 です。

・ 解答用紙・模範解答用紙をスキャンして、リアテンダントにアップロードする
・ テスト情報（何の教科？、何というテスト名？）を設定する
・ 学習者が記入する場所（学習者情報や設問回答）に枠を設定し、枠に意味づけをする
・ 手動保存と自動保存ができます

【利用ガイド】②解答用紙登録の内容になります。

・ リアテンダントは[文振]学習類・演習類だけでなく、自作テストでもご利用いただけます。

⇒デジタル採点のメリット：自動採点機能で採点量を減らす／効率良く設問ごとに採点する／得点は自動集計される

・ 模範解答用紙（PDFファイル）を登録すると、模範解答を見ながらの採点や正答の自動設定ができます。

・ 解答用紙は紙をスキャナで取込んでPDFを作成してください。

※WordやExcelから直接PDFを作成すると答案用紙とずれて正しく採点できません。

このメニューを使います

３．採点方法



【利用ガイド】③答案取込・学習者紐づけの内容になります。

・ 答案用紙が出席番号順に並んでいなくても、答案用紙から出席番号を読み取り、自動で学習者と答案の紐づけができます。

・ 答案用紙を上下逆さまの状態で取り込んでも、方向の補正ができます。（※再取り込み不要）

・ 間違えて別のクラスを指定して答案を取り込んだ場合でも、正しい年組に変更ができます。（※再取り込み不要）

・ 欠席者の答案は後から個別登録できます。（他の学習者と同じ学習日を設定することでまとめて採点、集計結果の出力が可能）

・ 紐づけを間違えると、ある学習者の採点結果が別の学習者の採点結果になってしまいます。

この2つのメニューを使います

３．採点方法

ここで説明する内容は 『学習者と答案用紙の紐づけ作業』 です。

・ 回収した答案用紙をスキャンして、リアテンダントにアップロードする
・ 学習者と答案用紙の紐づけを行う



ここで説明する内容は 『採点の進め方と答案の返却作業』 です。

・ 設問ごとに採点を行う
・ 手書き、またはキーボードで先生のコメントを記入する
・ 採点が完了した答案用紙をPDFファイルとして出力して印刷して返却する

【利用ガイド】④採点・返却の内容になります。

・ 定期考査など同じテストは、複数クラスの一斉採点(上限400人)ができます。（同じテストをクラス数分繰り返し採点が不要）

・ 一斉採点の他に学習者１人ずつ答案を表示して採点することもできます。

・ 採点画面に模範解答を表示しながら採点ができます。（画面に集中して採点が可能） ※ 模範解答を登録している場合

・ 採点結果（○、×、△）で並び替えて、部分点の調整や採点後チェックが簡単にできます。

このメニューを使います

３．採点方法



ここで説明する内容は

『採点結果出力とデータの見取りについて』 です。

・ 採点結果をデータとして出力する【状況確認】
・ 各種分析機能の紹介【集計分析、クロス集計、総合成績表】

【操作マニュアル】学習結果の見取り
の内容になります。

・ 採点結果は、項目を絞ってCSVファイルとして出力できます。(フォーマット設定)

⇒フォーマット設定を行うことで、そのまま校務システムに取り込むことができます。

・ フォーマット設定は、一度設定すると次回から同じ設定で出力できます。（同内容で出力する場合、都度設定は不要）

・ 分析機能は、様々な表やグラフで状況を可視化します。テスト全体傾向を見取る場合は集計分析を使用します。

このメニューを使います

３．採点方法



ここで説明する内容は 『テスト情報の変更方法』 です。
・ 変更は自作メニューより行う
・ [文振]学習類・演習類、自作テストの配点や観点等の変更が可能

このメニューを使います

３．採点方法

【操作マニュアル】解答用紙登録 P５３～５６ の内容になります。

・ 変更可能項目について （※ 自作テスト以外に、[文振]学習類・演習類も、設定内容の変更が可能です）

[学習者紐づけ前]：全ての項目が変更可能

[学習者紐づけ後]：解答枠の設定、大問・小問番号の設定、完答設定など、変更できない項目あり

・ 答案用紙の解析後に「文字種範囲と正答」、「マークシート」で正答を変更した場合、自動採点結果に反映されません。

⇒対象テストの学習履歴削除を行い再度、答案用紙を取り込んでください。(「【操作マニュアル】学習履歴削除」参照)

・ 採点後に配点を変更した場合

[○又は×の回答]：新しい配点が反映されます。

[△を付けた回答]：未採点の状態に変更されます。再度採点が必要です。

「設定」をクリック 「配点・属性」をクリック



出力したい教材の
「出力」をクリックメニューから「自作」をクリック

「リアテン登録用出力」
ボタンをクリック

「RT_[教科・科目]_[テスト].dat」という名前のDATファイルを
出力することができます。
例：

ポップアップが表示されます

出力したい教材を検索して表示

・ 出力時は「リアテン登録用出力」をクリックして下さい。 ※「PCアプリ登録用出力」は旧製品(ABC)用のファイルです。

【操作マニュアル】登録した解答用紙を別PCで利用
の内容になります。

３．採点方法

ここで説明する内容は 『教材ファイル(DAT)の出力方法』 です。

・ 教材を登録する際に使用するDATファイルの出力は自作メニューより行う
・ 登録した解答用紙を別PCで利用できます



メニューから
「自作」をクリック

再登録したい教材を検索し、「削除」をクリック

削除が完了するとポップアップが表示されるので「OK」をクリック

【参考】教材(DATファイル)の再登録方法について

・ 登録済みの教材を削除する➡P15.16の[文振]学習類・演習類の登録作業を実施

チェックを入れ、
「削除」をクリック

確認ダイアログの「OK」をクリック

・答案取込後は教材の削除を行わないでください。対象の学習履歴が見れなくなります。

・同じ教材が既に登録されている場合、DATファイル名を変更しても重複エラーとなります。

・削除する教材の「教科・科目」、「テスト」と、再登録するDATファイル名「RT_[教科・科目]_[テスト].dat」が
同じであることを確認した上で削除してください。

例）上記サンプルの場合、DATファイル名は となります。

P１5.16の方法で
再登録を

行ってください

同じ教材(DATファイル)の再登録は、既に登録済の教材を削除してから行ってください。
[文振]学習類・演習類の修正版を登録する場合は、こちらの作業を実施します。

削除する「教科・科目」、
「テスト」を確認
削除する「教科・科目」、
「テスト」を確認

[２０２４．３．１２追記]

教材(DATファイル)の再登録は、
登録済みの[文振]学習類・演習類を更新する場合に実施します。

更新用のDATファイルは、愛知教育文化振興会様サイトにて配信されます。
同時に手順書も添付されますので、手順書に沿って再登録を行ってください。



４．その他



文振版リアテンダントをインストールすると、デスクトップに「【リアテンダント】メンテ

ナンスツール」フォルダが作成されます。ご利用方法は、ツール毎のフォルダ内にある、

【操作手順書】をご参照ください。

ここでは主に使用するツールについてご説明いたします。

ツール ツール説明

パスワード初期化ツール
リアテンダントへログインするパスワードを忘れてしまった場合に、パスワードを初期化し仮パスワード
を発行することができます。

答案解析即時実行ツール
答案取込後の解析処理は7:00～23:30の間で稼働しているため、それ以外の時間での解析は行われ
ません。このツールを実行することで解析処理実行、採点業務を行うことができるようになります。

ログ収集ツール
エラーが発生しサポートまでご連絡をいただいた際に、ログの収集依頼をする場合があります。この
ツールを実行することで調査で必要なログを自動収集することができます。

アンインストールツール
リアテンダントのインストール中にエラーが発生した場合に、インストールしたものを削除することがで
きます。その上で、インストールの再実行を行ってください。

①メンテナンスツールのご説明

４. その他



インストール方法や操作方法が分からない場合や、エラー発生時などはサポートセンターに
お問い合わせください。

②サポートセンターのご案内

４. その他



リアテンダントをご利用の自治体様・学校様向けに定期的に
オンライン集合研修を行っています。

集合研修は、基本的な操作説明の『学校管理』と『採点操作』、
採点結果の活用に関する『データ活用』の３種類があります。

定期考査前など、リアテンダントを使った採点操作に不安が
ある先生は、都合が合う日程でご参加いただければと思い
ます。 ※何回参加いただいてもOKです！

配信サイトでは、利用ガイドや説明会動画、Q&Aも公開して
おりますので、操作にお困りの際などにご活用ください。

※右記の資料は、インストーラーに同梱しております。
※QRコードを読み込んでいただくと、
最新の説明会日程をご確認いただけます。

③オンライン集合研修・動画マニュアルのご紹介

集合研修日程はこちら！

申し込みはこちらから！
スマホのQR読み取りでも
申し込みできます。

４. その他



５．質疑応答




